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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

• 効果的な臨床応用可能な遺伝子導入技術
• 細胞の大量培養・エクソソームの大量抽出
• 臨床を目指せるより効果的なエクソソームの
タンパク質やmiRNAの測定技術

エクソソーム採取法や解析法に関して多くの
知見を積み重ねてきました。又、再生医療の治
験を展開したり、多くの臨床検体を用いた解析
が行える事が当科の特徴です。

消化器内科学研究室 https://www.med.niigata-u.ac.jp/in3/
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エクソソームを通した再生医療、バイオマーカー開発
とそれに関わる技術開発
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エクソソームは細胞から産生される100nm前
後の非常に小さい細胞外小胞で、脂質二重膜に覆
われ安定で、内部に多くのタンパク質やmiRNA
等の核酸を含有する事から、治療やバイオマー
カーに新たな可能性があると期待されています。
現在消化器内科では、間葉系幹細胞のエクソ
ソームを活用した肝硬変に対する治療開発を目指
して研究をしたり、患者血清中のエクソソームを
プロテオミクス解析により発現タンパク質を解析
する事で新たなバイオマーカーの開発を行ってい
ます。今後miRNAを活用したバイオマーカーの
開発も行う予定です。
これらの開発は、多くの技術開発により、より
高いレベルに導く事ができる可能性があります。
例えば、治療においては、細胞を遺伝子改変によ
り、高品質のエクソソームを産生させる技術、細
胞を安定に大量に培養して行く技術、産生された
エクソソームを効率よく濃縮していく技術等が開
発上重要です。バイオマーカー開発においては、
目的のタンパク質やmiRNA等を現在はELISA法
やPCRにて解析を行っていますが、更なる技術開
発で、臨床との距離をより近くにする事を目標に
しています。
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